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１．はじめに




































なわれてきた （Hirose and Ikeda, 2004，Chen et 

























































す条件（Brock and Gale, 1969） が必要であるこ


























































































































































































































































て，他にはHirose and Ikeda （2004） がある。
３　彼らはこれを対応原理と呼んだ。
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